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１．適用範囲 

 本仕様書は環境対応リモート監視機能付きOTN対応１０Gメディアコンバータ（ＤＮ６７１０Ｅ）について規定します。 

 本仕様に関しては改良等の理由で変更する可能性があります。 

 

２．機能概要 

   本装置は光ファイバによる１０ＧＢＡＳＥ－Ｒ信号とＯＴＵ２ｅ信号、１０ＧＢＡＳＥ－Ｒ信号同士もしくはＯＴＵ２ｅ信号同士の相互 

変換やリモート監視機能を持つ環境対応単体型光/光メディアコンバータです。 

 様々なＳＦＰ＋モジュールを実装することによりインターフェースの相互変換を行います。 

      （製品の構成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．品名及び型番 

  品名と型番は次のとおりとします。 

品 名 環境対応OTN対応１０Ｇメディアコンバータ 

型 番 
 ＯＰＴ１ポート ＯＰＴ２ポート 電源* 

ＤＮ６７１０Ｅ ＳＦＰ＋ ＳＦＰ＋ 無 

*：電源は添付していません。必ず別売の電源アダプタ（ＤＮＨＤ２Ｅ-FAN）および別売ラックオプション（ＤＮＨＤ１２Ｅ等）に搭載 

してご使用下さい。なお、ＤＮＨＤ１２ＥやＤＮＨＤ６Ｅに搭載する場合は台数等に制約がありますので、９.仕様欄を参照して 

下さい。 

電源の詳細仕様につきましては、ＤＮＨＤ２Ｅ-FAN仕様書を参照して下さい。 

光ポートの詳細仕様につきましては、ＳＦＰ＋仕様書を参照して下さい。 

 

４．機能 

ＤＮ６７１０Ｅは以下の機能を備えるものとします。 

光 伝 送 
10GBASE-RおよびOTU2eに準拠した信号を、SFP+モジュールを介して送受信を行うポートを

2つ備えます。 

動作モード設定 
10GBASE-R⇔OTU2eおよびOTU2e⇔OTU2e・１０GBASE-R⇔10GBASE-R変換の設定が可能

です。 

転 送 速 度 
全転送はハードウェアにて処理していますので、フルワイヤ速度のパフォーマンスを実現し

ています。 

監 視 機 能 

SNMP機能付きラックオプションに本機を実装することにより、本機のリンク状態や設定を監

視・制御できます。 

※ラックオプションによる監視機能はSNMPⅢで対応しており、旧モデルのSNMPおよび

SNMPⅡでは対応していません。 

リモートMC監視 

同製品を対向として接続した場合、設定スイッチによりLEDでリモート側MCの動作状態や電

源状態を確認することが可能です。SNMPユニットと組み合わせると設定状態も確認できま

す。中継Mode設定機を入れると２台分のリモート監視が可能です。 

ル ー プ バ ッ ク 

試 験 機 能 

同製品を対向として接続した場合、SNMPユニットにより光側対向器のループバック試験が

可能です。 

ＳＦＰ＋監視機能 
SNMP実装のラックオプションと組み合わせることで本装置に実装しているSFP+の状態（温

度、発光レベル、受光レベル、電圧、バイアス電流等）読込が可能です。 ※1 

F E C 機 能 
OTU2e動作時はFEC(前方誤り訂正 (Forward Error Correction)機能をサポートしています。 

RS FEC、eFECI.4およびeFECI.7に対応することで、エラー補正レベルの切替ができます。 ※2 

ラ ッ ク 収 納 

サブラックオプション（DNHD12E等）と組み合わせる事で１９インチラックやDINレールに収納

が可能です。 

※旧タイプのサブラックオプション（DN-HD12）には、本装置を搭載しないで下さい。 

電源ｱﾀ゙ﾌ゚ﾀ 

(DNHD2E-FAN) （１心Fiber） 

（２心Fiber） 

（AC100-2４0V） 
ﾒﾃ゙ｨｱ 

ｺﾝﾊﾞー ﾀ 
光ポート2 

光ポート1 
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リンク保護機能 

OPT1またはOPT2のリンクが切れた場合、その経路の対向側及び障害発生側のリンクを一

定時間保護します。保護時間は0s/0.5sの設定が可能です。保護時間内にリンクが復旧した

場合、対向機器はリンクダウンしません。この機能は設定スイッチにより許可されます。 ※3 

※1：DMI機能付のSFP+を使用した場合のみ対応します。 

※2：eFECI.4とeFECI.7でFECによる伝送距離に差はありません。DN6710E(Rev.C以降)同士でeFECI.4またはeFECI.7での使用

を検討されている場合には、低消費電力のeFECI.7動作で使用下さい(eFECI.7を使用することでDNHD6E,DNHD12Eの

使用条件の一部の制限事項が適用されません)。 

※3：保持時間はリンク断の経路により保護時間が異なります。詳細は６．リンク保護機能を参照下さい。 

 

５．モード機能 

  本装置には動作モードが4種類（端末(End)OAM有効、端末(End)OAM無効、中継(Middle)OAM有効、中継(Middle)OAM無効）あります。

各用途に適した設定で使用下さい。 

 ・端末（End）OAM有効：SW-HUB等の端末器と接続する場合に設定して下さい。OPT1側を端末器と接続することでOPT2側の機 

                器の監視が可能になります（詳細は７．リモート監視機能を参照下さい）。 

                リモート監視対象として端末モード設定機器は2台迄となります。 

 ・端末（End）OAM無効：SW-HUB間等での光⇔光変換時に設定して下さい。OAMは非対応になり、監視やループバック試験等 

                はできません。 

 ・中継（Middle）OAM有効：6710端末伝送路間に接続する場合に設定して下さい。OPT1,2側の端末側機器の監視が可能です。また、 

                 端末器からの監視対象MCとなります（詳細は７．リモート監視機能を参照下さい）。 

                 リモート監視対象として中継モード設定機器は1台迄となります。 

 ・中継（Middle）OAM無効：6710端末伝送路間に接続する場合に設定して下さい。OPT1,2側の端末側機器の監視が可能です。なお、 

                 端末器からの監視対象外となります（詳細は７．リモート監視機能を参照下さい）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MC MC 

光 

SW- 
HUB 

SW- 
HUB 

光 光 

MC MC 

光 

OPT1 OPT1 OPT1 OPT2 OPT2 OPT2 

端末OAM有効 端末OAM有効 中継OAM有効 

MC MC 

光 

SW- 
HUB 

SW- 
HUB 

光 
端末OAM無効 
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６．リンク保護機能 

本装置にはリンク保護機能があります。リンク保護機能とは、メディアコンバータ（以下MC）で受信のリンク断を検出した場合にリ

ンク断の伝送を一定時間遅らせる機能です。この機能により、MCを挟んで対向するSW-HUB間等の伝送路が一瞬切断されたとき

など、両方のSW-HUBに伝送路の切断を通知しません。 

この機能は、SW-HUB等両端末機器間で伝送されるLFS信号を制御することで実現しています。SW-HUB等の機器でLFS機能を

サポートしていない場合は経路全体としてリンク保護機能は動作しませんので、あらかじめ相互接続試験を行うことをお勧めしま

す。 

 

※リンク保護機能は端末モード時のみ設定可能です。中継モード時は無効になります。 

※保護時間については、0秒と0.5秒の設定が可能です。端末～端末間でのリンク断については1.1秒間リンクを保持し、対向器

（SW-HUB）～端末間のリンク断については設定時間（0秒/0.5秒）リンクを保持します。 

※リンク断が発生し保護時間内にリンクが復旧しなかった場合は、伝送路全体がリンクダウンとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注：○リンクアップ状態/●リンクダウン状態 

 

 

リンク保護有効 リンク保護有効 

  Idle 

SW- 
HUB 

リンク保護有効 リンク保護有効 

瞬断発生 

× 

  Idle 

リンク保護有効 リンク保護有効 

瞬断発生 

× 

リンク保護有効 リンク保護有効 

瞬断 

× 

瞬断 

× 

  Idle 

  Idle 

SW- 
HUB 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

SW- 
HUB 

SW- 
HUB 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 

○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 

リンク保護有効 リンク保護有効 

Remote Fault 

Remote Fault 

リンク保護有効 リンク保護有効 

リンク断 

× 

リンク断 

× 

Remote Fault 

Remote Fault 
SW- 
HUB 

SW- 
HUB 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT1 OPT2 

MC 

OPT2 OPT1 

MC 

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 

瞬断発生 

リンク断発生（保持時間超過） 
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７．リモート監視機能 

本装置にはリモート監視機能があります。リモート監視機能とは、管理パケット(OAM)のやり取りによって、光側対向ＭＣの動作

状態、リンク状態を監視する機能です。各状態は前面向かって左側6個のLEDで確認が可能となります。リモートMC監視機能の対

象は、6710Eのみとなります（6820Eが間に入っていた場合は監視できません）。 

リモート監視機能については各動作モードにおいて正常に動作する条件が異なります。 

 ・端末（End）OAM有効：OPT2側の対向機器が端末設定/中継（OAM Enable）設定の場合のみ動作します。OPT1側を必ずSW-HUB 

                等の端末機器と接続して下さい。（MC設定詳細は９．仕様を参照下さい） 

 ・端末（End）OAM無効：監視機能はありません。（MC設定詳細は９．仕様を参照下さい） 

 ・中継（Middle）OAM有効：OPT1,2側の対向機器が6710E端末設定の場合のみ動作します。また、端末から監視対象になります。 

                  伝送路内で必ずMC1台のみOAM機能をONにして下さい。（MC設定詳細は９．仕様を参照下さい） 

 ・中継（Middle）OAM無効：OPT1,2側の対向機器が6710E端末設定の場合のみ動作します。なお、端末から監視対象外になります。 

                  伝送路全体で最大カスケード台数を超えないで下さい。（MC設定詳細は９．仕様を参照下さい） 

 

※OAMはOTU2eフレームのOver Head部に挿入しますので通常の通信には影響を与えません。端末OAM有効時にOPT1側の対

向機器へOAMが漏れることもありません（OAMは大電独自のパケットです）。10GBASE-R動作時は、必然的にOAMは無効にな

ります。（MC設定詳細は９．仕様を参照下さい） 

※SNMPでの監視機能は、SNMPⅢ（FirmV2.03以降）での対応となり、SNMPやSNMPⅡ、SNMPⅢ（FirmV2.02以前）では非対応とな

ります（詳細については、ラックの取扱説明書を参照下さい）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．ループバック試験機能 

本装置を SNMP搭載のラック実装にて、ループバック試験機能が可能になります。ループバック試験機能とは、光側でのテスト

パケットの伝送により光伝送路の異常がないかを確認する機能です。ループバック試験の対象は、6710E 端末設定および中継・

OAMとなります（6820Eが間に入っていた場合はループバックできません）。 

 ループバック試験機能については各動作モードにおいて正常に動作する条件が異なります。 

・端末（End）OAM有効：OPT2側の対向機器が6710E端末OAM有効および中継OAM有効の場合に、6710E端末OAM有効宛および 

               中継OAM有効宛にループバック試験を実施します。 

・端末（End）OAM無効：ループバック試験機能はありません。 

・中継（Middle）OAM有効：OPT1側およびOPT2側の対向機器が6710E端末OAM有効の場合に、6710E端末OAM有効宛にループバ 

                ック試験を実施します。 

・中継（Middle）OAM無効：ループバック試験機能はありません。 

 

※ループバック試験はOAMにて行いますので通常の通信には影響を与えません。 

※SNMPⅢ（FirmV2.03以降）での対応となり、SNMPやSNMPⅡ、SNMPⅢ（FirmV2.02以前）では非対応となります（詳細については、

ラックの取扱説明書を参照下さい）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DN6710E 

中継OAM無効 

DN6710E 

中継OAM無効 

DN6710E 

中継OAM有効 

DN6710E 

端末OAM有効 

DN6710E 

端末OAM有効 

ループバック試験対象MC 

DN6710E 

端末OAM有効 

DN6710E 

端末OAM有効 

DN6710E 

中継OAM無効 

DN6710E 

中継OAM無効 

DN6710E 

中継OAM有効 

状態通知 

監視対象MC 

※MCは左側がOPT1 状態通知 状態通知 状態通知 
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９．仕 様 

 （装置仕様） 

環 境 条 件 

性 能 保 証 温 度 －１０℃ ～ ５５℃ 

動 作 保 証 温 度 －２０℃ ～ ６０℃ 

動作及び保存湿度 ９５％RH以下（但し、結露なきこと） 

保 存 温 度 －２０℃ ～ ６０℃ 

構 造 

外 形 寸 法 
Ｗ52mm×Ｈ41.0mm×Ｄ100mm 

（突起部除く） 

質 量 
１３０ｇ以下 

（本体のみ） 

D C 電 源 定 格 

定 格 入 力 電 圧 ＤＣ３．３Ｖ 

消 費 電 流 

10GBASE-R時 ３．６Ａ以下（３．２Ａ：Ｔｙｐ） 

OTU2e(RS FEC)時 ４．２Ａ以下（３．８Ａ：Ｔｙｐ） 

OTU2e(eFECI.4)時 ４．６Ａ以下（４．２Ａ：Ｔｙｐ） 

OTU2e(eFECI.7)時 ４．４Ａ以下（４．０Ａ：Ｔｙｐ） 

電 圧 範 囲 ＤＣ３．１５ ～ ３．５Ｖ 

消費電力 （ Ｄ Ｃ 部 ） 

10GBASE-R時 １１．９Ｗ以下（＊） 

OTU2e(RS FEC)時 １３．９Ｗ以下（＊） 

OTU2e(eFECI.4)時 １５．２Ｗ以下（＊） 

OTU2e(eFECI.7)時 １４．６Ｗ以下（＊） 

              動作保証温度時：＊印部に関しては仕様値内に収まらない可能性があります。（動作に問題はありません。） 

   ※：別売の電源アダプタ（ＤＮＨＤ２Ｅ-ＦＡＮ）を使用して下さい。 

   ※：ラックオプションに搭載して使用する場合は、下記のラック使用条件を参照下さい。 

 

（ラック使用条件） 

DN6710Eをラックオプションに搭載する場合には、下記の使用条件があります。 

使用条件はDN6710Eの搭載数で判断下さい（DN6710E以外のMCは搭載数に含みません）。 

 

購入済のラックに搭載する場合は、購入時期を確認下さい。購入時期が下表に該当する場合は、ご使用のラック(本体、電源、

モジュール)のRevisionを確認頂き、別紙の「DN6710Eラック実装条件」を参照し、使用条件を確認して下さい。下表に該当しない場合

は、使用条件のみに注意下さい（DNHD2E-FAN、DNHD4Eは購入時期の確認は不要です）。 

表 ラック購入時期 

ラック 電源 購入時期 (※1) 

DNHD6E 
AC電源 2014年2月以前 

DC電源 2016年2月以前 

DNHD12E 

AC100V電源 2014年12月以前 

AC200V電源 2015年9月以前 

DC24V電源 2017年10月以前 

DC48V電源 2014年12月以前 

DC110V電源 2018年5月以前 

※１：ラック購入後に電源ユニットを交換している場合等は、初回のラック購入時期にて確認下さい。 
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表 使用条件 

ラック 
DN6710E 

搭載数 

FANタイプ 
DN6710Eの搭載制限事項 空きスロットの使用 環境条件 (※2) 

標準 高速 

DNHD2E 

-FAN 
１ ○ × 制限なし - 装置仕様と同様になります。 

DNHD4E １～２ × ○ 制限なし 使用可能 
性 能 保 証 温 度 －１０℃ ～ ４５℃ 

動 作 保 証 温 度 －２０℃ ～ ５０℃ 

DNHD6E 

(※3) 
１～２ × ○ 制限なし 条件付きで使用可能（※4） 

性 能 保 証 温 度 －１０℃ ～ ４０℃ 

動 作 保 証 温 度 －２０℃ ～ ４５℃ 

DNHD12E 

(※5) 

1～４ × ○ 制限なし 条件付きで使用可能（※6） 

性 能 保 証 温 度 －１０℃ ～ ４０℃ 

動 作 保 証 温 度 
－２０℃ ～ ４０℃（※7） 

－２０℃ ～ ４５℃ 

５～６ × ○ 
搭載するSFP+によって 

制限あり(※8) 
条件付きで使用可能（※8） 

性 能 保 証 温 度 －１０℃ ～ ４０℃ 

動 作 保 証 温 度 －２０℃ ～ ４５℃（※8） 

 

※1：「制限なし」の場合、空きスロットに他MCを搭載可能です。 

※2： 動作及び保存湿度、保存温度は装置仕様と同様になります。 

※3：DNHD6EにDN6710Eを3台搭載はできません。 

※4：OPT1/OPT2両ポートをFEC有効で、かつ eFECI.4を 1ポート以上使用する場合は、HPに掲載している別紙の「DN6710Eラッ

ク実装条件②」をご確認の上、ご使用下さい。 

上記に該当しない場合は、空きスロットに他MC（DN6820E、DN1820E除く）を搭載可能です（ただし、DN6710Eを 1台のみ搭載

する場合はDN6820EもしくはDN1820Eを最大2台まで搭載可能です）。 

※5：旧ラックDN-HD12（型式末尾に”E”がついていない製品）には搭載しないで下さい。 

ラックに実装する電源ユニットの数によってDN6710Eの搭載数に制約があります。詳細は使用するラックの仕様書を参照下 

さい。 

※6：DNHD12Eの電源ユニット1台時は空きスロットに他MCを搭載できません（DNCWME、DNCWMAE、DNDWMEのみ搭載可能で

す）。電源ユニット2台時は空きスロットに他MCを搭載可能です。 

※7：OPT1/OPT2両ポートをFEC有効で、かつeFECI.4を1ポート以上使用する場合に動作保証温度の上限は性能保証温度と同

様になります。 

※8：OPT1、OPT2に搭載するSFP+の消費電流レベルの合計値が8以上かつ、2本とも消費電流レベル4以上の場合、搭載数の制限

や空きスロットの使用可否、環境条件が変わる場合がありますので、HPに掲載している別紙の「DN6710Eラック実装条件②」を

ご確認の上、ご使用下さい。 

 

 

 eFECI.4とeFECI.7でFECによる伝送距離に差はないため、eFECI.4で制限がかからない場合でも低消費電力のeFECI.7を優先して使

用下さい。 
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（仕様細目） 

型      番 ＤＮ６７１０Ｅ 

Ｏ

Ｐ

Ｔ

１

ポ

| 

ト 

準 拠 規 格 （ ※ １ ） ＩＥＥＥ８０２．３ａｅ １０ＧＢＡＳＥ－Ｒ／ＩＴＵ－Ｔ Ｇ．Ｓｕｐ４３ ＯＴＵ２ｅ 

伝 送 速 度 １０．３１２５Ｇｂｐｓ／１１．０９５７Ｇｂｐｓ 

伝 送 方 式 全二重方式 

伝 送 符 号 
６４Ｂ６６Ｂ符号／ 

６４Ｂ６６Ｂ符号＋ＦＥＣ符号（ITU-T G.709（RSFEC） or ITU-T G.975.1（eFECI.4/eFECI.7）） 

適合インターフェイス ＳＦＦ－８４３１（※１） 

Ｏ

Ｐ

Ｔ

２

ポ

| 

ト 

準 拠 規 格 （ ※ １ ） ＩＥＥＥ８０２．３ａｅ １０ＧＢＡＳＥ－Ｒ／ＩＴＵ－Ｔ Ｇ．Ｓｕｐ４３ ＯＴＵ２ｅ 

伝 送 速 度 １０．３１２５Ｇｂｐｓ／１１．０９５７Ｇｂｐｓ 

伝 送 方 式 全二重方式 

伝 送 符 号 
６４Ｂ６６Ｂ符号／ 

６４Ｂ６６Ｂ符号＋ＦＥＣ符号（ITU-T G.709（RS FEC） or ITU-T G.975.1（eFECI.4/eFECI.7）） 

適合インターフェイス ＳＦＦ－８４３１（※１） 

Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 

POWER 電源供給時:点灯/電源異常時:消灯/MC異常時:点滅（緑） 

OPT1 OPT1ポート光信号受信時:点灯(緑) 

OPT2 OPT2ポート光信号受信時:点灯(緑) 

R1-OPT1 
端末時:OPT2側中継OPT1ポート表示/中継時:OPT1側端末OPT1ポート表示 

光信号受信時:点灯/リモート状態取得不可時:点滅(緑) 

R1-OPT2 
端末時:OPT2側中継OPT2ポート表示/中継時:OPT1側端末OPT2ポート表示 

光信号受信時:点灯/リモート状態取得不可時:点滅(緑) 

R1-PW 
端末時:OPT2側中継電源表示/中継時:OPT1側端末電源表示（※２） 

電源供給時:点灯/電源異常時:消灯/MC異常時:点滅 

R2-OPT1 
OPT2側端末OPT1ポート表示 

光信号受信時:点灯/リモート状態取得不可時:点滅(緑) 

R2-OPT2 
OPT2側端末OPT2ポート表示 

光信号受信時:点灯/リモート状態取得不可時:点滅(緑) 

R2-PW 
OPT2側端末電源表示（※２） 

電源供給時:点灯/電源異常時:消灯/MC異常時:点滅 

設 定 

方 法 

（※７） 

MODE 

S W 

SW1 押上時：中継設定／押下時：端末設定 

SW2 押上時：OAM(リモート監視)機能OFF／押下時：OAM（リモート監視）機能ON（※３） 

SW3 押上時：リンク保護機能OFF／押下時：リンク保護機能ON（※４）  

SW4 
押上時：OPT1側リンク保護時間0sec／ 

押下時：OPT1側リンク保護時間約0.5sec（※５） 

S P D 

S W 

SW1-SW2 

（OPT1側） 

SW1 押上時-SW2押上時：10GBASE-R動作／ 

SW1押下時-SW2押上時：RS FEC動作／ 

SW1押下時-SW2 押下時：eFECI.4動作／ 

SW1押上時-SW2押下時：eFECI.7動作（※６） 

SW3-SW4 

(OPT2側) 

SW3 押上時-SW4押上時：10GBASE-R動作／ 

SW3押下時-SW4押上時：RS FEC動作／ 

SW3押下時-SW4 押下時：eFECI.4動作／ 

SW3押上時-SW4押下時：eFECI.7動作（※６） 

遅 延 時 間 （ 往 復 ） 

OPT1:10GBASE-R/OPT2:10GBASE-R動作時 ５．５μｓ以下 

OPT1:10GBASE-R/OPT2:OTU2e+RS FEC動作時 １６．５μｓ以下 

OPT1:10GBASE-R/OPT2:OTU2e+eFECI.4動作時 ６７．０μｓ以下 

OPT1:10GBASE-R/OPT2:OTU2e+eFECI.7動作時 １４０．０μｓ以下 

OPT1:OTU2e+RS FEC/OPT2:OTU2e+RS FEC動作時 ２６．５μｓ以下 

OPT1:OTU2e+RS FEC/OPT2:OTU2e+eFECI.4動作時 ７７．０μｓ以下 

OPT1:OTU2e+RS FEC/OPT2:OTU2e+eFECI.7動作時 １５０．０μｓ以下 

OPT1:OTU2e+eFECI.4/OPT2:OTU2e+eFECI.4動作時 １２７．５μｓ以下 

OPT1:OTU2e+ eFECI.4/OPT2:OTU2e+eFECI.7動作時 ２０５．０μｓ以下 

OPT1:OTU2e+eFECI.7/OPT2:OTU2e+eFECI.7動作時 ２７０．０μｓ以下 
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最 大 パ ケ ッ ト 長 ( ※ ８ ) １０２４０Ｂｙｔe 

接 続 台 数 カスケード接続台数10台以下 

F E C 効 果 PowerBudget改善  RS FEC：4.5dB(Typ) , eFECI.4/eFECI.7：6.0dB(Typ)（※９） 

発 熱 量 

10GBASE-R時 最大42770J/H(本体のみ)－平均38020J/H(本体のみ) 

OTU2e(RS FEC)時 最大49900J/H(本体のみ)－平均45150J/H(本体のみ) 

OTU2e(eFECI.4)時 最大54650J/H(本体のみ)－平均49900J/H(本体のみ) 

OTU2e(eFECI.7)時 最大52280J/H(本体のみ)－平均47520J/H(本体のみ) 

ケ ー ス 色 ＤＩＣ５８２（相当色） 

ケ ー ス 材 質 難燃性ＰＣ（本体） 

ケ ー ス 難 燃 性 ＵＬ９４－Ｖ０ 

イ ミ ュ ニ テ ィ 特 性 ＣＩＳＰＲ２４準拠（※１０） 

放 射 ノ イ ズ 規 格 ＶＣＣＩ－ＣｌａｓｓＡ 

環 境 特 性 ＲｏＨＳ２対応（※１１） 

※１：使用するＳＦＰ＋によっては、準拠する規格がシグナリングのみとなる場合があります。 

    なお、当社のラインナップ品（ＳＦＰ＋）との組合せ時のみ動作保証します。 

※２：中継OAM無効設定が伝送路上にある場合は、中継OAM無効機器の電源断発生でも検出する可能性があります。 

 

 

 

 

 

    機器AのR1-PW消灯時：機器Bもしくは機器Cの電源断を検出 

    機器AのR2-PW消灯時：機器Dもしくは機器Eの電源断を検出 

    機器CのR1-PW消灯時：機器Aもしくは機器Bの電源断を検出 

    機器CのR2-PW消灯時：機器Dもしくは機器Eの電源断を検出 

    機器EのR1-PW消灯時：機器Cもしくは機器Dの電源断を検出 

    機器EのR2-PW消灯時：機器Aもしくは機器Bの電源断を検出 

※３：端末OAM有効設定でもOPT１側にはOAM を送信しません。 

※４：端末モードのみ設定が有効になります。 

※５：リンク保護機能ON時に設定が有効になります。 

※６：10GBASE-R設定時には、FEC動作しません。OTU2e 設定時にしかFEC動作は有効になりません。 

    eFECI.4とeFECI.7でFECによる伝送距離に差はありません。DN6710E(Rev.C以降)同士でeFECI.4またはeFECI.7での使用を検討され

ている場合には、低消費電力のeFECI.7動作で使用下さい。 

使用可能SFP+と機能制限については、「環境対応10G用SFP+シリーズ」仕様書を参照下さい。 

※７：MODE SWとSPD SWには、以下のような関係があります。 

表2 モード設定について 

MODE SW 動作モード SNMPモジュール表示 

SW1押上時-SW2押上時 中継OAM無効 MiddlePoint-noreplyOAM 

SW1押上時-SW2押下時 中継OAM有効 MiddlePoint-replyOAM 

SW1押下時-SW2押上時 端末OAM無効 NoSupportOAM 

SW1押下時-SW2押下時 端末OAM有効 EndPoint 

表3 動作設定について 

設定優先度 SPD SW MODE SW 動作モード 

1 SW3,4押上時 

10GBASE-Rモード 

設定問わない OPT1-OPT2ポート共に:10GBASE-Rになります 

OAM設定不可のため両ポートともOAM無効になります 

2 SW1押上時 

10GBASE-R 

+ 

OTU2eモード 

SW1設定問わない MODE SW側SW2押上時:端末OAM無効モード) 

OPT1側10GBASE-R/OPT2側OTU2eになります 

OAM両ポートとも無効になります 

MODE SW側SW2押下時:端末OAM有効モード) 

OPT1側10GBASE-R/OPT2側OTU2eになります 

OAMはOPT2側のみ有効になります 

3 各SWの設定にて動作 

注：OPT1側OTU2e/OPT2側10GBASE-Rの設定はできません。 

DN6710E 
端末OAM有効 

DN6710E 
端末OAM有効 

DN6710E 
中継OAM無効 

DN6710E 
中継OAM無効 

DN6710E 
中継OAM有効 

A B C D E 
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※８：リンク保護機能を有効にした場合の制限になります。リンク保護機能を無効にした場合はパケット長の制限はありません。 

※９：SPS-2381W-C550-046G使用時になります。(eFECI.4/eFECI.7モード時に許容損失33dBで100km伝送が可能になります) 

※１０：ＣＩＳＰＲ２４は情報技術装置のイミュニティ特性に関する限度値と測定方法を規定しています。 

静電気・放射性無線周波数電磁界・電気的ファストトランジェントバースト・サージ・無線周波数コモンモード・電圧ディップ瞬停・ 

商用周波数電磁界に対しての耐力を規定しています。 

※１１：表4に示す化学物質については下記の通り管理致します。 

表4． RoHS2規制物質及び閾値の概要 

化学物質群名 用途または対象 閾値(質量比) 

カドミウム及びその化合物 包装材以外(＊１) 100ppm 

鉛及びその化合物(＊2) 下記以外(＊１) 1000ppm 

鋼材 3500ppm 

アルミニウム合金 4000ppm 

銅合金 40000ppm 

水銀及びその化合物 包装材以外(＊１) 1000ppm 

六価クロム化合物 包装材以外(＊１) 1000ppm 

ポリ臭素化ビフェニル類（PBB） 全て 1000ppm 

ポリ臭化ジフェニルエーテル類（PBDE） 全て 1000ppm 

フタル酸ジニエチルへキシル類（DEHP） 全て 1000ppm 

フタル酸ブチルベンジル類（BBP） 全て 1000ppm 

フタル酸ジブチル類（DBP） 全て 1000ppm 

フタル酸ジイソブチル類（DIBP） 全て 1000ppm 

＊1 包装材は、カドミウム・鉛・水銀・六価クロムの４重金属を合わせて100ppm以下です。 

＊2 電子部品中の内部接続用高融点半田、電子部品中のガラス、電子セラミックス部品などに含まれる鉛は対象外です。 
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１０．表示及び包装 

（１）コーポレートロゴシール、静電気警告シール 

本体にはコーポレートロゴシール、SFP+取扱い及び接触時の静電気に関する警告を表示したシールを貼り付けます。 

表示位置は外観図を参照下さい。 

 

  （２）型番シール及びロットシール 

     型番シールには型番を表示します。ロットシールには、警告内容、ＶＣＣＩ表示、ロットＮｏ、製造社名を表示 します。 

表示位置は外観図を参照下さい。 

 

【ロットＮｏ．表示内容の説明】 

  Ｌｏｔ：○○△－□□□ 

                               製造番号 

                                製造月（但し、10月:Ｘ,11月:Ｙ,12月:Ｚ） 

                             製造年（西暦年下２桁表示） 

  Ｒｅｖ：○ 

                                 版数（アルファベット表示） 

  Ｓ／Ｎ：○ 

                                   シリアル番号 

 

（３）包装 

製品本体、付属品を個装段ボール（内箱）に包装し、個装段ボールは運搬中損傷しないよう適切な段ボールに包装し

ます。 

 

（４）包装への表示 

内箱には、型番、製造社名及び製品のロット番号を表示した内箱シールを貼り付けます。  

 

 

１１．保証 

 （保証内容） 

保証期間内に設計製作上の不備により破損又は故障が発生した場合は、無償で交換を行うものとします。 

 

（保証期間） 

当社出荷日起算から６年間 
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１２．外観及び寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DN6710E

SPEED設定SW 

100mm 

41mm 

ロットシール コーポレートロゴシール 

型番シール 

52mm 

MODE設定SW 

電源コネクタ 

冷却用排気口 

33mm 

（背面） 

（側面） （側面） （上面） （裏面） 

54mm 

（前面） 

OPT2 ﾎ゚ ﾄーｲﾝﾀー ﾌｪｲｽ 

（ＳＦＰ＋） 

OPT1 ﾎ゚ ﾄーｲﾝﾀー ﾌｪｲｽ 

（ＳＦＰ＋） 

1  2  3  4 
ON↓ 

OPT1　 　　　OPT2

1  2  3  4 
ON↓ 

 

静電気警告シール 
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１３．表示 

 （１）上面(静電気警告シール)表示文字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）前面（ＬＥＤ用）表示文字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

OPT1　 　　　OPT2

1  2  3  4 
ON↓ 

1  2  3  4 
ON↓ 

DN6710E
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参考）シール表示 

（１）コーポレートロゴシール 

     表示例） 

 

（２）型番シール、静電気警告シール、光ポートシール、前面シール及びロットシール 

表示例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.．静電気警告シール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）内箱シール 

   表示例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．内箱シール 

約3mm 

約14mm 図．コーポレートロゴシール 

図．ロットシール 

図．型番シール 

 約5.5mm 

約23mm 

DN6710E

約22mm 

 約3.5mm 

図．光ポートシール 

OPT1　 　　　OPT2

約50mm 

 約32mm 

図．前面シール 

  約5mm 

約22mm 

mm 

DN6710E 

 製番 F*****       Lot No. ***-***       Rev. *       S/N * 

Sample 



 14 

改版履歴 

2025年1月30日 

版数 日付 改版内容 

NWSP13-6710E-01 2013年5月 ・初版 

NWSP13-6710E-01A 2013年6月 
・中継OAM無効時の電源断検出注意事項について追加 
・ロットシール内容変更 

NWSP13-6710E-01B 2013年7月 
・遅延時間を追加 
・FEC効果を修正 
・表1内容誤記訂正 

NWSP16-6710E-01C 2016年4月 
・旧型番SFP+の記載を削除 
・内箱シール内容変更 

NWSP17-6710E-01D 2017年6月 

・eFECI.7、リンク保護機能追加 
・ラックフル実装条件変更 
・SWでのループバック試験削除 
・ロットシール、前面シール変更 

NWSP18-6710E-01E 2018年8月 
・ラックフル実装条件変更 
・RoHS2対応 

NWSP21-6710E-01F 2021年7月 
・LPT項目を削除 
・ラック搭載条件変更（搭載数で分割） 

NWSP21-6710E-01G 2022年8月 ・保証期間文言の修正 

NWSP23-6710E-01H 2022年12月 
・表3 動作設定の修正 
・静電気警告シールの追記 
・設定SWの色変更 

NWSP23-6710E-01I 2023年5月 ・ラック実装条件を変更 

NWSP23-6710E-01J 2023年12月 
・HD6Eのラック実装条件を変更 
・電源搭載数によるDN6710Eの実装条件に関して注記 

NWSP24-6710E-01K 2024年4月 

･コーポレートロゴ変更･commnio削除に伴い、ブランド･ロット･内箱シールを変更 
・環境シール削除 
・保証期間を6年に変更 
・内箱シールに「静電気破壊注意」表示を追加 
・寸法のフォントを変更 

NWSP24-6710E-01L 2024年4月 ・HD6Eのラック実装条件を変更 

NWSP25-6710E-01M 2025年1月 ・DN6710Eラック実装条件②の改版に合わせて、実装条件を修正 

  

 

  


